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保証書付

SIERRA /DH

ハイバック洗面化粧台
取扱説明書

この度は本洗面化粧台をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
ご使用前にこの説明書をよくお読みの上正しくお使いください。
お読みになった後もすぐに取り出せる場所に大切に保管してください。
この説明書に書かれている注意事項は必ず守ってください。
転居される場合、次に入居される方にこの説明書と保証書をお渡しください。
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1. 安全上のご注意［必ずお守りください］
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こ
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な
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き
に
は

保
証
書

絶対に分解・処理は行わないでください。
怪我や故障、事故の原因となります。
修理は購入店へご相談
ください。

ストーブやヒーター等の熱源を
近くにおいて使わないでください。
火災や変色・変形の
恐れがあります。

使い方を誤ると、思わぬ事故や故障の原因になることがあります。

使い方を誤ると、人体に悪影響を及ぼしたり、
製品本体や機器が傷み、水漏れや、
事故の原因となることがあります。

井戸水成分による製品損傷で漏水の危険性があります。

製品の故障だけでなく、漏電、漏水などの危険性があります。
使用を続けると、より大きな損害やケガのおそれがあります。
電気機器が組み込まれた化粧台では、使用の中止の際に
必ずスイッチを切り電源プラグを抜いてください。

組み込まれる機器・水栓金具などについては、
それぞれの取扱説明書および製品本体に
表示されている事項を守ってください。

洗剤類、薬剤はそれぞれの「使用上の注意」に
従い、使用してください。

自家用井戸水での使用はしないでください。 商品のガタつきや破損、故障が起きた場合は、
すぐに使用を中止し、修理を依頼してください。
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2. 洗面カウンター

オーバーフロー、排水口に
直接指を入れないでください。
端面や内部の突起で怪我をする恐れがあります。

変形・破損、水漏れの原因となります。
排水ホースに当たると、防臭キャップが抜け、
水気による腐食、悪臭の原因となります。

水や湿気に反応して発生するガスが、
ステンレス等の金属やゴムを腐食・劣化し
漏水の原因になります。
誤って使用したときは、すぐに水洗いをし、
よく拭き取った後、乾拭きしてください。

放置すると汚れが落ちにくくなり、
サビや変色の原因になります。
また、たまった水は
よく拭き取ってください。　　

変形や破損でケガをする
恐れがあります。
また転倒してケガをする
恐れがあります。　　　　

化粧品や洗剤の中に製品に悪影響を与えるものもあります。
放置するとひび割れや変形が発生して
部材が破損・落下し、ケガをする恐れがあります。
付着した際はすぐに柔らかい布に
中性洗剤を含ませて拭き取ってください。

収納物が転がり落ちてケガをしたり、
カウンターが破損する原因となります。

キズがついたり、破損したり、
ケガをする恐れがあります。

変形や変色の原因になります。

洗面ボウルや配水管を痛め、水漏れの原因となります。

排水部材が破裂し、
溢水する恐れがあります。

高温のお湯など直接洗面ボウルに流すと、
変形・破損、水漏れの原因となります。

焦げ跡がつく恐れがあります。　　　　

害虫の侵入や悪臭の原因になります。
掃除をするとき以外は正しく取り付けてください。
固定は立ち上がり排水管に押し付けて固定してください。

ヘアピンや鉄製品を長時間放置すると、
サビが付着（もらいサビ）します。

排水セットに衝撃を与えないでください。

汚れはすぐに洗い流してください。 火のついたもの（タバコ、マッチ等）や
熱いものをおいたり近づけないでください。

洗面カウンターの上に乗ったり、
過度にもたれかかったり、
衝撃を与えないでください。

マニキュア液、除光液やクレンジング剤
化粧品、整髪料、芳香剤、洗剤などが付着したまま
放置しないでください。

転がりやすいものを置いたり、
不安定な積み方をしないでください。

塩素系洗剤によるつけおき洗いは洗面ボウルで直接
行わず、風呂桶やバケツなどを使用してください。
また、排水口に流したらその後、水を流して
洗面ボウルや配管の洗剤を流しきってください。

排水口にシンナーなどの有機溶剤や薬品を流さない
でください。

カウンターの表面にドライヤーの熱を直接当てたり、
ヘアアイロンなどを通電したままや使用後、
高温状態でカウンターに直接置かないでください

洗面カウンターにかたい物を
落とさない、ぶつけないでください。

固形または粉末の塩素系洗浄剤または漂白剤等を
使ったり、近づけたりしないでください。

熱いものを流さないでください。

防臭キャップは取らないでください。

鉄製の物を放置しないでください。

漂
白
剤
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2. 洗面カウンター各
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2. 洗面カウンター
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3. キャビネット（ベースキャビネット・サイドキャビネット）
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3. キャビネット（ベースキャビネット・サイドキャビネット）
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4. ミラーキャビネット
各
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棚から物を落とさないでください。

ミラーに冷水、熱湯等を
かけないでください。

直射日光を当てないでください。

可動棚板は確実に取り付けてください。マニキュア液、除光液やクレンジング剤などの化
粧品、整髪料、芳香剤、洗剤などが付着したまま
放置しないでください。

熱湯、ドライヤーの
熱風等を直接当てない
でください。

ケガや事故、破損の原因になります。

水滴は必ず拭きとってください。
サビが発生する可能性があります。

必ずカーテン等で
遮ってください。
また、スポット照明等を
直接当てないでください。
変色や変形の恐れがあります。
拡大鏡、眼鏡等を直接日光に
当てないでください。

化粧品や除光液、毛染め液、髪の毛の脱色剤、
ホームパーマ剤が付着した場合は
すばやくきれいに拭き取ってください。
変色や変形、劣化する恐れがあります。
（除光液等の溶剤が付着しますと跡が残ることがあります。）

可動棚板をセットする際には、
図の「棚受けダボ」を本体側板の穴に
ねじ込み、確実に固定してください。
「棚受けダボ」を穴にしっかり
ねじ込まずに棚板をセットすると
落下・破損等によるケガの恐れがあり
危険です。

変形の原因になります。
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5. 調整方法（ベースキャビネット・サイドキャビネット）
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6. 調整方法 (ミラーキャビネット )
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